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赤座久明,宮川 猛,藤田 剛,岩川 正 ,
大井 徹 :花山原生自然環境保全地域に生息
するヤクザルの生態について｡第28回プリマ
ーテス研究会｡(1984).
サル類保健飼育管理施設
竹中 修(義)･松林清明･後藤俊二･鈴木樹
理･松林仲子 1)
昭和55年度から開始した繁殖コロニーにおける
飼育.および飼育技術員の担当個所の固定化と,
人工授frl,人口哨育,室内計画繁殖等の飼育関連
技術のレベルアップ,さらに細菌,血液,寄生虫,
病理等の各種検査を基礎とした保蝕 ･診療関係の
整鵬について今年度もそれなりの進展を見たと言
える｡例えば,人工授精によるチンパンジー2子
の出産はすでに報告したが,今年度においてもF
チンパンジーの聴覚と音声の発達Jの研究のため
人工授矧 こよるチンパンジーの新生児(?,名前
はパン)を供給した｡
当施設の教官が主体となった共同利用研究会F
詔長奴研究への実験動物学的アプローチJが11月
末に閑地された｡今年度の副題はr霊長類と疾病
Jであった｡所外からの25名を含む約40名の参加
を見,詔長期と疾患との関わりについて第-線で
仕事をしている人達により活発な討論がなされた｡
人事では昭和58年6月1日付で助教授昇任によ
り空席となった助手を公募により求めたところ,
東京大学農学系研究科の大学院生であった鈴木樹理
に決定した｡また昭和45年以来飼育はもとより施設
の機械,設備の整備に尽力のあった加藤良夫技官
1)教務職員
-28-
が11月1日付で名古屋工業大学に転出した｡また
昭和59年4月1日から2年間,竹中 修 (生化学
部門)が施設長を兼任することとなった｡
研究概要
1)雄二ホンザル性機能の年令･季節変化の研
究
松林tFJ明
各性ホルモン濃度や下垂体組織の変化を調べろ
と共に,精液性状,生殖腺組織像の発適と季節変
動をみている｡
2)飼育下のサル類の疾患に関する調査研究
松林桁明
全国の動物園,日本モンキーセンター,FTB長gI
研究所の診療縛,剖検録等の記録から,柾.年令,
性,飼育形態による疾患傾向の有無を調べている｡
3)マカク類の成長に伴う眼内祝所見の推移
後藤俊二
単色光撮影法を応用して眼底各層の加齢による
形態変化および屈折率の変化等について調べてい
る｡
4)ニホンザル四肢奇形の原因探究
後藤俊二
催奇形因子を放推する手がかりを得ることを目
的として奇形固体および奇形出産個体の血液性状
について検討を行った｡
5)サル類の成長の形態学的および生理学的研
究
鈴木税理
各種サル輪の成長を,初期成長および性成熟過
程に重点をおいて,生休計測ならびに各位ホルモ
ンなどの測定により解折する｡現在カニクイザル
について研究を行っている｡
6)サル類疾病の病理学的研究
鈴木舶
本研究所で死亡したサルについて病理学的検索
(特に組織学的検索)を行い,その原因とサル規
における各種疾病の病理形態の解明を進めている｡
論 文
1)Matsubayashi,K.andT.Enomoto(19幻)
;Longitudinalstudiesonannualchanges
inplasmatestosterone,bodyweightand
spermatogenesisofadultJapanesemon-
key(Macacafuscata)underthelabora･
